
RC 構造設計指針（2019 年）の主な改定点

SABTEC機械式定着工法 RC構造設計指針（2019
年）（以下，SABTEC指針）1）は，総則・材料編，基
本設計編，応用設計編，高強度RC柱梁接合部編，
柱梁主筋外定着編からなる。SABTEC機械式定着工
法はSABTEC技術評価1）を取得した6社開発の機械
式定着工法を指し，各工法の適用範囲を表1に示す。

RC構造設計指針（2019年）の2017年版からの主
な改定点を，以下に示す。
●基本設計編
①連層耐震壁架構内の付帯柱梁接合部
②梁曲げ破壊型T形接合部
③かんざし筋比の定義および構造規定
●応用設計編
④鉛直段差梁付き柱梁接合部内での非貫通定着部
⑤ピロティ柱梁接合部の特別規定
⑥梁・梁接合部の配筋詳細
●柱梁主筋外定着編
⑦柱梁主筋外定着編（梁主筋外定着の追加）

本稿では上記7点の概要について執筆し，本連載 
第2回ではSS7組込プログラム2）RC接合部，第3回
ではSS7組込プログラム露出柱脚基礎梁，第4回では
SS7組込プログラムの適用例について執筆する。 

連層耐震壁架構内の付帯柱梁接合部

SABTEC指針4.3節（5）では，1層1スパンの耐震
壁架構内の付帯柱，梁に生じる個材曲げモーメントお
よび付帯柱梁接合部せん断力は純ラーメン架構の場合
よりも小さくなるとし，耐震壁架構内の付帯柱梁接合部
の横補強筋比pjwhを純ラーメン架構の柱梁接合部より

も緩和し，0.2%以上としている。2019年版では，上
記の接合部横補強筋比の緩和規定は，図1の連層耐
震壁架構内の付帯柱梁接合部でも適用してもよいこと
を明記している。

梁曲げ破壊型 T 形接合部

SABTEC指針4.1節（3）では，T形接合部で想定
する破壊形式は柱曲げ降伏型としているが，接合部横
補強筋比，かんざし筋比，柱主筋定着長さの規定を
満足する場合，梁曲げ降伏型としてもよいとしている。
上記の点を確認した梁曲げ破壊型T形接合部の実験，
およびそれらの終局耐力と変形性能の検討結果を
SABTEC指針7.1節の解説（8）に示している。

かんざし筋比の定義および構造規定

SABTEC指針7.2節（1）では，前項の実験等を踏
まえ，T形，L形接合部のかんざし筋は図2に示すよう
に，梁部と梁部以外に分けて配置し，式（1）のかん
ざし筋比pjwvを0.25%以上としている。また，梁部，
梁部以外ともに，かんざし筋の間隔は柱梁接合部に
接続する梁横補強筋間隔の1.5倍以下または250mm
以下のいずれか小さい方としている。

　pjwv＝
nv･awv

（Bce･Dce）
 （1）

Bce･Dce：かんざし筋配置断面幅とせい
nv･awv：かんざし筋の組数および1組の断面積

鉛直段差梁付き柱梁接合部内での非貫
通定着部

SABTEC指針11.1節（2）（c）1）では，左右梁重な
り部内での梁主筋定着部を反対側の最外縁柱主筋の

外側まで延長する貫通定着と準貫通定着の場合，ま
たは7.1節（1）による指針式（7.1）の必要横補強筋比
pjwho以上の接合部横補強筋を配置した非貫通定着の
場合，Djh=Dcとしてもよいとしている（図3）。Djhは接

合部有効せい，Dcは柱せいを示す。
上記のように，非貫通定着部を扱ってもよいとした

のは，4.2節の解説（1）に示すように，接合部耐力余
裕度λpとpjwh･σwy/Fcのいずれか一方，または両方を
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図4　X方向地震力を受ける梁・梁接合部

表 1　SABTEC 技術評価取得工法の適用範囲一覧
メーカー名 工法名称 総則・材料編 基本設計編 応用設計編 高強度編 外定着編

㈱伊藤製鐡所
オニプレート定着工法

○ ○ ○
○

○
FRIP定着工法 －

共英製鋼㈱ タフ定着工法 ○ ○ ○ ○ ○
合同製鐡㈱ EG定着板工法 ○ ○ ○ ○ ○
JFE条鋼㈱ ネジプレート定着工法 ○ ○ ○ ○ ○
㈱ディビーエス DBヘッド定着工法 ○ ○ ○ － ○
㈱富士ボルト製作所 フジアンカー定着工法 ○ ○ ○ － －

【凡例】○：適用可，－：適用不可
　　　高強度編：高強度RC柱梁接合部編，外定着編：柱梁主筋外定着方式編
※�タフ定着工法は，タフネジナット，高強度鉄筋タフネジナット，タフナットおよびタフヘッドを用
いた械式定着工法であり，高強度編には高強度鉄筋タフネジナットのみが適用できる
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図2　かんざし筋配置範囲
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図3　重なり部梁主筋の定着形式
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RC構造設計指針（2019年）の概要
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増やすと，柱または梁の曲げ降伏後も，柱梁接合部
は接合部コアを形成し，設計限界層間変形角RuDに
達するまで，柱梁接合部のせん断破壊を防止できるた
めである。

ピロティ柱梁接合部の特別規定

SABTEC指針13.2節（4）では，ピロティ柱が接続
する柱梁接合部（以下，ピロティ柱梁接合部）は，技
術基準解説書 付録1-6「ピロティ形式の建築物に対す
る耐震設計上の留意点」4）で柱主筋定着部に関連する
制限柱軸力を満足することを確認するとしている。上
記の技術基準解説書 付録1-6では，崩壊メカニズム
時柱軸力を（0.75Nmin≦N≦0.55Nmax）に制限して
いる。Nmaxは柱圧縮軸耐力，Nminは柱引張軸耐力
を示す。なお，一貫構造計算プログラムでは，ピロテ
ィ柱梁接合部の制限柱軸力を満足することを確認して
いる。

梁・梁接合部の配筋詳細　

SABTEC指針15.3節は，図4および図5に示した
梁・梁接合部の配筋詳細を規定している。

梁・梁接合部では，上端筋と下端筋中心から梁上
下面までのかぶり厚さCgを3db以上とし，定着板内面
からの背面かぶり厚さCbが8.1節（2）2）を満足する場
合，図5に示すように，大梁Gxの上下主筋定着部を
大梁Gyの最外縁上下主筋間に配置し，設計で定めら
れた大梁Gyの横補強筋比pwyで決まる式（2）の横補
強筋組数nwyを大梁Gxと大梁Gyの交差部に配置する
としている。上記のdbは定着筋呼び名の値を示す。

　nwy＝
pwy･Bgx･Bgy

awy+1  （2）

pwy, awy： Y方向大梁Gyの横補強筋比，および横補
強筋1組の断面積

Bgx, Bgy：X方向大梁Gx幅およびY方向大梁Gy幅

柱梁主筋外定着編（梁主筋外定着の追加）

2019年版では，2017年版の柱主筋外定着編を梁
主筋外定着を追加し，柱梁主筋外定着編とした。

最上階T形，L形接合部内での柱，梁主筋定着に
かかわる柱主筋外定着の場合（図6），梁上端筋定着
部の上部に柱主筋定着部を配置することによって，
柱主筋定着部を定着部拘束筋で拘束し，梁上端筋
定着部の上部からかんざし筋を挿入することで，L
形接合部内の上端主筋を機械式直線定着とするこ
とができる。

一方，外面合せの中間階ト形接合部の場合，通
常，接合部配筋形式は図7の慣用配筋3）としている
が，図8に示すように，内面合せなどでは，直交梁主
筋の最外側主筋の外側に梁主筋定着部を配置する梁
主筋外定着とすることがある。

これらより，柱梁主筋外定着編2章（1）接合部せん
断設計では，T形，L形接合部のほかに，梁主筋外
定着としたト形，十字形接合部の終局強度設計用せ
ん断力の算定式が示されている。

おわりに

本連載 第1回では，RC構造設計指針（2019年）
の主な改定点について紹介した。2019年版の改定点
のうち，④鉛直段差梁付き柱梁接合部内での非貫通
定着部に適用する指針式（7.1）による接合部必要横
補強筋比pjwhoおよび⑦柱梁主筋外定着編の検定計算
は，EXCELを用いた検定計算によると煩雑であり，
手間がかかる。

本連載 第2回～第4回で紹介するSS7組込プログ
ラム2）は，検定計算の煩雑さの解消を意図して開発さ
れている。

本指針の発刊に当たり，当機構 建築構造技術審議
委員会（委員長：窪田敏行近畿大学名誉教授）の委
員の皆様から貴重なご助言をいただきました。ここに
記して感謝の意を表します。

 （ますお　きよし）
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図7　慣用配筋による外面合せト形接合部配筋詳細3） 
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図6　柱主筋外定着方式柱梁接合部の抵抗機構1）
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図5　梁・梁接合部の配筋詳細
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図8　梁主筋定着による内面合せト形接合部
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